
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
絶
戴
予
閾
の
聯
究

丸
が
父
は
七
歳
に
し
て
、
軽
鴨
寺
の
喝
食
．
こ
な
り
、
血
石

に
法
華
経
一
部
よ
み
お
ぼ
ぬ
し
ほ
ご
の
智
悪
な
れ
ば
、
丈

珠
喝
食
ご
世
に
申
せ
し
人
な
る
に
よ
り
、
多
能
な
り
き
」

ご
あ
る
。
野
史
は
貞
徳
の
鳥
声
中
に
戴
・
恩
記
を
饗
照
し
な

が
ら
、
質
量
の
心
中
に
は
豆
蔦
が
志
貴
落
城
の
際
殉
死
し

た
こ
書
い
て
あ
る
の
ぱ
杜
撰
も
亦
甚
し
い
。

亀
蕪
・
干
醐
め
研
〃
気

丈
學
士
　
羽
　
田

亨

　
　
印
度
厭
羅
巴
語
に
恕
す
る
ト
カ
ラ
語
、
東
イ
ラ
ン
語
な

　
ご
い
ふ
死
語
が
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
登
見
せ
ら
れ
て

　
學
界
を
驚
か
し
た
と
は
、
既
に
十
数
年
の
昔
に
な
っ
た
が
、

　
此
等
の
言
語
が
何
れ
の
地
に
行
は
れ
、
ま
仁
何
れ
の
時
代

　
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
爾
ま
π
此
等
の
言
語
は

　
こ
れ
が
行
は
れ
た
時
代
及
び
地
方
に
於
け
る
日
用
語
で
あ

畑

　
つ
た
か
、
そ
れ
こ
も
一
種
の
政
治
語
ご
で
も
い
ふ
べ
き
も
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の
、
蝦
勢
ば
そ
の
地
の
征
服
者
の
聞
に
於
け
る
麺
用
語
で
、

士
幌
は
別
に
存
し
に
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ご
い
ふ
や
う

な
周
題
は
、
比
較
的
永
く
論
定
さ
れ
な
か
つ
π
の
で
あ
る

が
、
｝
九
一
三
年
に
コ
レ
ー
ジ
ユ
。
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
敷
授

Qら

u
く
9
凶
p
H
し
・
ぎ
氏
が
先
づ
お
種
の
ト
カ
ラ
語
に
つ
い
て
此

等
の
問
題
を
論
じ
．
つ
い
で
翌
一
九
一
四
年
に
は
諾
威
ク

リ
ス
チ
ヤ
ニ
ャ
の
大
回
三
三
ψ
窪
烈
§
9
く
氏
が
束
イ

ラ
ン
語
に
つ
い
て
同
檬
。
の
研
究
を
公
け
に
し
起
。
此
の
両

個
の
研
究
は
一
は
今
の
庫
車
の
附
近
か
ら
登
見
さ
れ
た
文

書
を
資
料
こ
し
、
二
は
和
陶
附
近
か
ら
出
た
文
書
を
資
料

ご
し
元
も
の
で
め
る
が
、
そ
の
研
究
の
仕
方
は
殆
ん
ご
全

く
圃
一
で
あ
っ
て
、
丈
書
中
に
見
ゆ
る
國
王
の
名
を
支
那

の
記
録
に
求
め
て
文
書
作
成
の
時
代
を
切
ら
か
に
し
、
交

書
の
用
語
が
そ
れ
く
鶏
弦
④
干
…
關
の
蛮
語
で
あ
っ
た
ε

を
論
じ
、
月
此
等
の
言
語
は
西
紀
一
世
紀
前
後
か
ら
癬
代

迄
引
き
績
い
て
附
國
の
日
用
語
で
あ
っ
た
と
を
論
定
し
£

も
の
で
あ
る
。
言
語
は
民
族
の
標
幟
で
は
な
い
に
し
て
も
、



此
等
の
研
究
の
結
果
を
他
の
吏
上
の
事
實
ご
掛
潔
し
て
少

く
こ
も
鞠
蕪
⑧
干
闘
の
住
民
が
麿
代
諾
ア
ー
リ
や
人
種
で

あ
っ
π
、
と
を
否
定
す
る
・
と
は
出
來
な
い
。
東
方
佛
敷
の
上

に
此
等
の
洋
書
が
占
む
る
重
要
な
る
吾
々
は
今
夏
繰
り
返

す
迄
も
な
い
が
、
美
術
こ
か
音
樂
こ
か
、
其
の
他
種
々
の

方
面
か
ら
も
、
支
那
の
文
化
に
關
係
す
る
所
少
か
ら
な
か

っ
た
こ
思
は
る
、
此
等
の
國
の
人
種
が
、
か
く
文
書
の
上

か
ら
朋
ら
か
に
定
め
ら
れ
H
勿
論
從
來
こ
て
も
同
様
の
こ

ご
を
推
定
し
元
人
は
多
く
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
れ
が
頗
る

合
理
的
で
あ
っ
た
に
し
て
も
H
唐
代
迄
は
ア
ー
ジ
ャ
種
の

丈
化
が
葱
嶺
以
東
の
地
に
榮
ね
て
る
牝
も
の
で
あ
る
こ
ご

を
決
定
的
に
知
る
こ
ご
が
出
來
る
に
至
つ
π
の
は
誠
に
快

心
の
こ
ご
で
あ
る
。

　
此
等
の
研
究
は
前
述
の
通
り
既
に
三
四
年
も
前
に
験
表

せ
ら
れ
た
も
の
で
、
A
コ
避
こ
れ
を
紹
介
す
る
の
は
甚
だ
時

機
を
失
し
だ
鐸
で
あ
る
が
、
然
も
案
外
人
の
注
意
を
惹
か

す
に
過
ぎ
て
居
る
や
う
で
あ
行
か
ら
、
後
れ
な
が
ら
こ
＼

　
　
　
第
二
，
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
醜
藪
予
閾
り
研
究

に
其
の
大
音
を
紹
介
す
る
こ
ご
に
す
る
σ

　
漂
く
閂
敷
授
の
論
文
は
一
九
一
三
年
の
｝
9
毒
素
〉
下
篇
，

　
ρ
二
ρ
6
α
∩
℃
ざ
彰
σ
舞
－
○
暮
。
σ
窪
號
に

　
　
H
L
O
へ
、
日
O
鉱
類
翫
。
当
切
二
や
轡
p
⇒
昌
q
門
δ
瓢
C
客
O
＝
8
】
蟹
摂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

ご
題
し
て
掲
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
氏
の
資
料
に
用
い
た
の
は
一
九
〇
七
年
の
初
め
に
、

℃
o
蜀
。
け
氏
が
庫
車
の
附
近
α
巴
＾
麟
茜
コ
σ
q
騨
近
く
の
昔
の
峰
、

戊
の
磨
櫨
か
ら
獲
π
多
く
の
木
牌
で
あ
っ
て
、
大
概
長
さ

は
八
一
一
山
ハ
ナ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
巾
は
四
一
一
〇
サ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
四
方
に
V
形
の
切
り
込
み
が
施
し

て
め
る
、
そ
の
一
方
の
褥
に
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
洋
字
で
封
種

の
ト
カ
ラ
語
が
書
き
つ
け
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、
H
し
邸
～
高

氏
の
研
究
に
よ
る
ご
、
そ
れ
は
大
概
通
行
主
文
で
、
出
場
ま

た
は
入
國
の
隙
商
な
ざ
に
交
叉
し
π
も
の
で
あ
る
。
氏
は

先
づ
こ
の
1
3
種
の
ト
カ
ラ
密
な
る
名
．
稚
を
貌
華
語
（
潟
9
7

｛
0
漂
。
己
　
ご
夏
め
ね
ば
な
ら
譲
こ
ご
に
つ
い
て
論
じ
て
居

る
。

第
三
號
　
　
一
〇
一
　
（
四
七
二
）



第

巻

癌昂

p
干
闘
の
研
発

『
元
來
こ
の
B
ト
カ
ラ
語
な
る
名
は
、
一
．
ン
ノ
．
．
一
ハ
・
慧
｛
三
巽

民
の
附
け
た
研
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
擬
定
の
名
幕
で
ま
た

一
時
的
の
も
の
で
め
る
。
此
の
言
語
で
書
い
た
も
の
、
漸

片
は
暴
論
の
境
域
の
す
べ
て
の
地
方
か
ら
凝
見
せ
ら
る
〉

が
、
そ
れ
以
外
の
地
方
で
は
螢
見
せ
ら
れ
た
こ
、
｝
ゼ
聞
か

な
い
。
し
か
し
從
來
は
こ
れ
で
書
い
元
も
の
は
皆
佛
敏
關

係
の
丈
記
の
み
で
め
つ
把
か
ら
、
或
は
此
の
言
語
は
佛
激

が
他
國
か
・
ら
遵
き
入
れ
党
心
ホ
激
語
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

こ
い
ふ
疑
が
め
っ
た
、
然
る
に
今
立
の
如
き
諦
庭
の
卑
賎

な
羅
官
等
に
宛
て
た
通
行
菟
状
に
も
こ
れ
が
用
い
ら
れ
π

・
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
見
る
ご
、
此
の
疑
は
全
く
浦
ぬ
て
、
．

純
麗
な
縞
弦
の
出
語
で
あ
っ
た
こ
ご
は
欝
ふ
可
ら
ざ
る
次

第
で
あ
る
』
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
（
欝
劇
場
命
掛
影

野
薄
湿
霧
雲
“
陣
醒
）

　
次
に
は
此
の
亀
菰
語
な
る
も
の
が
、
急
斜
國
に
行
は
れ
た

時
代
に
つ
い
て
の
論
に
入
っ
て
居
る
○

『
此
等
の
通
行
免
駅
に
は
疑
附
け
の
あ
る
の
が
あ
っ
て
、
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一
銅
を
墨
げ
る
、
こ
「
二
十
年
ぢ
三
幹
第
七
月
十
四
慧
」
．
こ

記
さ
れ
て
あ
・
9
、
全
驚
の
中
に
は
ゴ
乎
◎
．
6
、
ω
9
逗
一
（
俘

戸
魯
の
年
歎
を
認
め
る
○
然
る
に
庫
車
附
近
O
o
門
愛
・
三
7

＞
ρ
○
罎
の
一
寺
院
か
ら
登
見
せ
ら
れ
た
計
算
書
の
断
片

に
も
夢
繁
α
訂
ゴ
島
の
年
及
び
鞭
巴
無
§
ゐ
　
の
木
牌
の

こ
同
一
の
年
が
見
ね
る
、
樹
ま
た
守
藁
9
氏
は
此
の
三

韓
の
中
か
ら
・
、
四
メ
ー
ト
ル
鯨
り
の
息
子
の
切
れ
を
愚
見

し
麺
、
そ
れ
は
此
の
寺
院
に
蘭
射
し
た
複
難
な
事
件
の
記

録
で
あ
る
が
、
そ
の
記
載
さ
れ
た
事
柄
は
舘
・
蕊
冨
二
閏
ご

の
年
か
ら
直
ち
に
ω
ぎ
二
一
ゴ
の
年
に
績
い
て
居
る
、
思

ふ
に
此
等
・
の
年
は
、
ご
耀
い
9
0
ゴ
（
舘
b
い
）
ズ
碧
．
パ
一
が
一
．
、

書
き
で
、
其
後
に
、
ご
へ
ω
Y
謡
い
・
◎
置
戸
ご
ゴ
の
一
績
が
績

く
も
の
で
あ
ら
う
、
た
や
此
等
の
κ
ド
ご
ゴ
な
る
語
は
％

こ
の
特
種
の
埼
合
に
用
い
ら
れ
て
あ
る
外
し
は
現
は
れ
な

い
語
で
あ
る
。
さ
て
此
等
の
通
行
免
歌
に
よ
る
ご
、
　
曵

君
5
ゴ
年
に
し
。
壽
三
舞
。
な
る
も
の
が
大
王
（
9
（
）
8
三

冨
p
8
）
の
聡
を
用
い
て
み
る
、
こ
の
し
り
毛
p
ヨ
暮
。
な
る
も



の
は
斑
書
に
見
ゆ
る
唐
の
太
宗
ご
同
室
代
の
蘇
伐
盤
（
し
Q
－

○
・
↑
欺
繋
。
）
で
、
慈
恩
傳
に
金
花
な
る
王
の
子
で
相
績
者

ご
記
さ
れ
て
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
Q
金
花
な
る

梵
語
の
形
は
Q
。
割
算
β
ξ
葛
縄
で
あ
ら
う
が
、
此
の
名
は

　
ぺ
’
プ
ロ
グ
ラ
．
ー
ド
の
人
種
櫨
剛
物
館
に
力
み
仔
さ
れ
て
あ
る

】
澄
養
○
＜
ω
冠
　
の
康
車
附
近
か
ら
獲
π
木
牌
の
断
片
に
見
ね

て
居
る
王
の
名
に
よ
っ
て
も
証
す
る
こ
ご
が
寓
奈
る
、
唐

書
に
は
蘇
伐
盤
は
北
伐
勃
駅
（
し
り
〇
二
幽
蜀
｝
）
o
午
ζ
器
）
の
子

こ
な
っ
て
あ
る
が
、
験
（
ζ
戸
一
①
）
は
患
ふ
に
験
（
畠
。
）
の

誤
b
で
あ
ら
う
』
ご
論
じ
、
か
く
て
の
≦
p
讐
舞
。
が
蘇
伐

、
盤
で
あ
る
こ
ご
が
確
か
な
る
上
は
、
此
等
の
誓
璽
甕
み

の
木
牌
が
太
宗
時
代
即
ち
七
世
紀
の
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
い
ふ
に
蹄
比
し
て
居
る
。

　
更
に
此
の
木
牌
の
亀
蕪
語
が
眞
に
稿
叢
語
で
あ
る
こ
し

て
も
、
そ
れ
は
或
る
征
服
者
の
言
語
が
被
征
服
者
の
間
に

行
は
る
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
い
ふ

疑
を
打
ち
飛
す
爲
に
は
㍉
次
の
如
き
論
讃
が
あ
る
。

第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
藪
藪
予
闘
…
の
研
究

鞘
玄
弊
三
越
に
当
る
ご
「
繋
属
燃
種
為
し
ご
記
さ
れ
て
あ
る

が
、
實
に
「
浮
し
な
る
姓
は
一
世
紀
二
食
嘗
蒔
「
に
至
る
迄
竈

叢
國
の
王
姓
で
あ
る
、
さ
れ
ば
β
種
．
の
ト
カ
ラ
語
な
る
も

の
は
少
く
こ
も
一
世
紀
立
家
纏
弦
の
土
語
で
あ
っ
た
も
の

で
め
る
、
ほ
や
紀
元
前
の
百
年
頃
、
即
ち
漢
の
武
帝
の
頃

瓢
湖
る
こ
ご
を
許
す
支
那
の
記
鍛
に
、
何
．
等
此
の
國
の
人

種
の
変
遷
を
書
い
て
み
な
い
こ
ご
を
考
へ
る
ご
、
爾
以
前

か
ら
溶
鉱
の
有
様
で
あ
っ
面
こ
ご
は
拠
な
い
』
こ
い
ふ
の

で
あ
る
。

　
た
W
一
ツ
ピ
曾
圃
氏
に
よ
っ
て
獲
さ
れ
た
問
題
は
、
前
、

に
記
し
π
言
ξ
ゴ
な
る
語
の
既
判
ご
、
7
畠
菩
ξ
ψ
及

び
7
α
囚
0
節
を
何
年
ご
見
る
か
ご
い
ふ
こ
ご
＼
で
め

る
。
尤
も
氏
は
【
番
い
訂
一
掛
を
、
初
め
支
那
の
年
號
の
鯛

を
支
那
に
臣
事
し
な
海
燕
王
が
用
い
把
も
の
で
あ
ら
う
ご

考
が
へ
、
二
十
三
で
終
る
年
號
は
貞
槻
よ
り
な
い
か
ら
、

其
の
元
年
か
ら
二
十
三
年
迄
u
り
舞
讐
ρ
δ
が
在
位
し
π
も

の
こ
鎮
定
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
研
究
を
進
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　

一
〇
三
　
（
四
七
四
）



第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
鶏
、
叢
予
閣
の
§
究

に
從
が
つ
て
矛
盾
を
生
じ
て
家
た
の
で
中
止
し
て
、
只

だ
訂
戸
彦
の
何
年
こ
い
ふ
の
は
統
治
の
年
（
H
・
皇
毒
愚
論

〔
ぞ
お
σ
q
器
）
で
あ
ら
う
ご
推
察
し
仁
の
で
あ
る
Q
J
二
渉

の
語
義
に
就
い
て
は
、
次
に
紹
介
す
る
M
ハ
9
δ
≦
氏
の
論

丈
中
に
、
民
の
解
毒
が
見
ぬ
る
が
、
マ
。
ω
｝
7
α
の
年
に

就
い
て
は
、
此
の
論
文
の
登
表
せ
ら
れ
π
翌
年
、
即
ち
一

●
九
｛
四
年
差
通
報
第
三
號
に
、
》
ξ
o
玉
器
二
塁
が
津
。
｝
Y

o
頓
。
ユ
。
ど
．
〉
コ
8
6
ユ
o
u
ら
凱
く
p
診
ピ
仏
三
二
ピ
①
、
．
日
○
げ
げ
簿
ユ
9
μ

一
W
．
．
”
ビ
讐
σ
q
ζ
。
紆
囲
2
δ
冨
ご
題
し
柁
短
篇
を
載
せ
て

解
繹
を
試
み
て
あ
る
か
ら
、
併
せ
て
弦
に
附
記
し
て
概
．
く
。

　
諺
二
δ
蕊
三
碧
氏
に
擦
る
ご
、
『
蘇
伐
勃
駅
（
。
。
箋
鍵
饗
マ

届
目
当
）
が
唐
の
高
宮
の
即
位
を
愛
す
る
翁
に
使
を
邊
っ
元

年
次
は
唐
書
に
見
ぬ
て
居
る
が
、
邊
漏
斗
聡
五
十
｝
に
も

「
高
黒
門
穂
元
年
輻
菰
遣
使
入
朝
」
ご
見
ね
、
ま
泥
資
治
通

義
補
正
に
は
、
六
｛
入
墨
（
即
ち
武
徳
元
年
）
の
畑
中
に
、
「
輻
藪
霊
魂

伐
勃
駅
遣
使
達
意
、
綴
喜
、
子
爵
伐
止
立
」
ご
見
ぬ
て
居

る
、
故
に
し
。
薫
9
「
餐
℃
窃
智
の
使
の
來
槌
の
は
六
一
八
年

第
三
號
　
一
Q
四
　
（
阻
七
五
）

で
、
高
酬
即
位
の
年
で
あ
る
、
而
し
て
9
毒
葺
き
の
位

に
即
い
た
の
も
ま
花
同
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
、
こ
＼
に

激
て
初
め
て
ω
5
〈
馨
翼
。
の
統
治
の
年
こ
ご
ド
三
ゾ
の
数

こ
の
聞
に
鳥
脇
織
を
捕
へ
る
こ
ご
が
出
譲
る
、
ω
奏
導
翼
。

の
邸
位
は
か
く
六
【
八
年
で
、
そ
の
死
は
六
四
六
年
で
あ

る
か
ら
、
其
の
治
世
は
二
十
九
年
問
で
あ
る
、
一
方
固
言
・

ξ
ず
を
王
の
即
位
の
六
一
八
年
こ
す
れ
ば
9
Q
。
＋
蕊
寮
〒

3
＋
α
訂
門
戸
1
1
ひ
さ
ご
な
っ
て
、
ω
毒
噌
量
8
の
死
渡
の

年
ご
一
致
す
る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
Q
併
し
な
が
ら
此

の
假
定
を
是
認
す
る
ご
、
一
の
了
解
す
可
ら
ざ
る
こ
ご
に

遭
遇
す
る
、
そ
れ
は
何
故
に
⊥
ハ
四
〇
年
無
を
認
プ
噸
＝
こ

ご
数
へ
て
、
六
四
】
年
に
h
｝
響
5
ご
再
び
始
め
る
か

ご
い
ふ
問
題
で
あ
る
、
殊
に
ま
π
、
Ψ
緊
切
鴛
σ
q
騨
の
麺

行
免
欺
の
日
附
け
の
最
も
遅
い
年
が
、
U
o
三
仏
◎
罎
湯
（
も
－

巽
の
も
の
こ
一
致
す
る
に
せ
よ
、
、
訂
瓢
跡
O
な
る
数
か

此
の
第
二
言
彦
の
最
後
の
年
な
る
こ
ご
を
讃
明
す
る
も

の
は
一
も
存
し
な
い
で
は
な
い
か
、
さ
れ
ば
此
の
溶
ξ
嵩



骨

の
年
な
る
も
の
は
し
り
簑
く
鴛
塁
ε
の
統
治
の
年
ご
は
一
致

す
る
も
の
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
、
か
く
て
問
題
は
盆
々

紛
冠
し
、
π
や
5
＝
ピ
誠
な
る
数
は
六
一
八
年
よ
り
は

前
な
ら
す
、
六
四
六
年
よ
り
は
後
な
ら
す
ご
い
ひ
得
る
に

止
る
。
省
ま
π
か
の
こ
。
⊂
凱
。
霞
》
ρ
。
琴
の
記
録
の
響

応
が
、
⇔
レ
い
い
ぢ
魯
此
に
起
つ
だ
出
來
事
を
記
し
、
そ
の

後
に
蔭
ち
に
い
蓄
「
悶
3
に
起
つ
だ
こ
ご
を
蓮
接
し
て
書
い

て
あ
る
こ
い
ふ
事
が
何
故
に
蕊
ご
ω
こ
の
問
に
は
樹
一

つ
も
し
く
は
更
に
多
く
の
年
の
省
か
れ
て
あ
る
か
も
知
れ

な
い
こ
い
ふ
推
察
を
許
さ
3
3
で
あ
ら
う
か
、
即
ち
（
蕊
Y
♪

ド
（
ω
）
の
代
り
に
（
い
U
ご
い
士
H
・
舘
（
い
Y
或
は
ま
た
（
蕊
Y

起
も
緊
ひ
ρ
（
切
）
な
ざ
こ
も
考
へ
喜
べ
き
で
あ
ら
う
、

故
に
此
の
軒
燈
き
の
】
筋
二
ひ
の
年
に
決
定
を
與
へ
る
こ

ご
は
危
瞼
だ
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
こ
い
ふ
て
る
る
。

　
要
す
る
に
此
の
問
題
は
ざ
二
旨
な
る
語
が
癬
繹
せ
ら

る
れ
ば
自
然
に
解
決
の
遣
を
見
出
す
べ
き
性
質
の
も
の
で

あ
る
Q

第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
鎗
滋
予
闇
…
の
研
究

　
次
に
進
む
で

　
　
9
2
閑
9
δ
ノ
＜
・
因
げ
。
螢
副
の
冨
臼
。
。
。
　
（
」
．
9
毎
巴

　
　
　
　
　
o
＝
冨
．
戸
。
る
囲
》
・
・
圃
珪
。
ω
。
。
互
）
♂
お
其
）

の
紹
介
に
遷
る
。

　
氏
の
資
料
こ
し
π
も
の
は
、
殆
ん
ご
同
一
の
こ
ご
を
書

い
た
東
方
イ
ラ
ン
語
の
二
枚
の
丈
書
で
、
文
字
は
一
種
の

ブ
ラ
ー
フ
ミ
二
丈
字
を
用
い
π
も
の
で
あ
る
、
文
書
の
出

た
蕩
斯
は
判
然
ご
は
分
ら
な
い
が
、
和
闊
…
附
近
の
U
磐
争

碧
○
筥
ゆ
よ
り
出
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
い
は
る
＼
も
の
で

あ
る
。
氏
は
此
等
の
文
書
を
最
近
に
知
ら
れ
た
此
の
種
の

事
序
の
知
識
で
、
次
の
如
く
に
音
詳
し
π
、

　
　
O
ヨ
。
・
〔
二
μ
δ
M
（
い
。
）
ヨ
鼠
［
許
寄
p
穿
く
黛
ρ
（
∩
く
鋒
ど
〔
一
）

　
　
｝
弓
重
い
（
δ
い
）
ゴ
く
帥
唇
出
笥
－
冥
二
招
ム
箏
く
駅
止
熊
掌
ム
リ
m
一
旨

　
　
（
括
孤
中
の
文
宇
の
外
に
薦
文
書
芝
も
同
工
で
あ
ろ
）

此
の
中
、
ζ
（
Q
O
）
年
b
ω
蕾
筈
帯
説
（
O
く
黛
＆
ρ
）
月
竃
　
い

（
H
ω
）
日
の
日
附
け
だ
け
は
解
っ
て
居
だ
が
、
そ
の
以
下
は

文
字
の
誤
護
な
ざ
も
あ
っ
て
、
爾
不
朋
に
附
せ
ら
れ
て
あ

簸
〃
三
號
甲
　
一
〇
τ
凸
　
（
四
七
山
ハ
）



第
二
巻
　
雑
纂
　
亀
叢
予
闘
り
研
究

つ
た
の
で
あ
る
、
岡
く
○
題
額
．
氏
は
先
づ
此
等
の
語
を
解
騨

し
て
、
こ
れ
が
干
韓
語
で
め
る
こ
、
・
」
を
定
め
た
の
で
め

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

笥
コ
層
〔
欝
は
能
く
知
ら
れ
π
語
で
撲
。
（
王
）
の
軍
数
物

主
格
で
あ
る
、
鴨
三
越
喜
が
「
王
の
」
こ
い
ふ
意
味
な
ら
．
ば
、

自
然
そ
の
前
に
見
ゆ
る
｝
｝
奉
ぢ
歩
な
る
語
に
近
い
王
名
を

見
出
さ
ね
ば
な
ら
澱
。
｝
募
召
易
は
ダ
、
p
弓
帥
；
く
き
診
の

形
ご
見
る
こ
ご
が
出
凍
る
。
唐
書
及
び
西
域
記
に
興
る
ご
、

二
代
に
上
る
干
園
の
俗
名
這
ぎ
喜
（
即
ち
円
匙
）
で
あ
っ

た
、
此
の
箪
一
邸
三
出
p
は
雨
交
書
に
見
ゆ
る
｝
冒
く
鈎
斡
魯
な

る
語
ご
同
一
で
あ
り
、
從
が
つ
て
此
等
の
文
書
は
削
る
言

書
王
の
支
配
し
把
聞
の
日
附
け
に
係
る
も
の
な
る
こ
ご
は

朋
臼
で
め
る
、
而
し
て
此
の
こ
ご
は
二
霧
乙
ひ
の
次
の
語

な
る
≦
嘗
く
罫
っ
醤
な
る
語
を
考
察
す
れ
ば
、
事
實
こ
し
て

諮
慷
立
て
ら
れ
る
こ
ご
で
あ
る
。
も
し
ヲ
・
p
君
箕
「
［
§
（
属

を
「
干
聞
王
の
」
ご
解
く
こ
ご
が
正
し
け
れ
ば
、
誰
し
も
次

の
語
を
王
の
名
ご
見
る
で
あ
ら
う
、
蒲
し
て
群
星
な
る
干

第
　
鷲
一
州
隅
　
　
一
〇
由
ハ
　
（
四
七
七
）

聞
の
國
名
は
、
π
や
唐
言
及
び
玄
辱
に
よ
り
て
の
み
知
ら

る
＼
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
記
臆
す
る
な
ら
ば
、
こ
、
に
自

つ
か
ら
唐
代
の
干
岡
の
王
に
就
い
て
考
察
し
て
見
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

　
唐
墨
に
擦
れ
ば
干
…
闘
の
王
家
は
ノ
ぐ
。
γ
o
ご
げ
（
尉
遅
）
姓

で
あ
っ
元
、
而
し
て
こ
の
尉
遅
は
チ
ベ
ッ
ト
交
落
下
に
存

す
る
或
る
表
の
中
に
見
ゆ
る
干
聞
王
の
名
の
初
め
の
部
．
分

な
る
く
言
妄
な
る
語
を
表
は
し
π
も
の
で
な
け
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
ご
ぱ
、
永
く
認
め
ら
れ
元
こ
ご
で
あ
る
○
此
の
表

は
ぎ
。
套
三
七
に
よ
っ
て
言
表
せ
ら
れ
把
が
、
日
ぎ
萎
～

氏
及
び
。
。
・
舞
9
婁
ぎ
じ
窃
氏
も
ま
把
各
々
そ
れ
を

増
補
し
て
登
表
し
た
、
さ
て
そ
の
中
に
は
交
書
に
見
ゆ
、
る

く一

怩
ｭ
肥
夏
至
に
相
當
す
る
名
こ
し
て
、
Q
。
≒
麟
．
u
9
〔
三
（
一
纂

氏
が
く
号
臨
く
診
睾
角
ご
碧
し
、
露
，
岡
6
ヨ
器
氏
が
！
N
号
）
塊
讐

σ
シ
p
p
9
。
二
亡
。
即
ち
大
王
ご
構
す
る
王
の
あ
る
こ
、
恐
を

認
め
ろ
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
イ
ラ
ン
語
で
は
、
げ
S
な
る
文

字
は
印
度
か
ら
借
り
た
語
に
於
て
・
一
の
代
．
り
に
時
々
用
い



ら
れ
て
あ
る
、
ま
た
鐙
下
の
甲
線
は
音
の
短
縮
を
表
は

し
π
も
の
こ
見
て
よ
い
か
ら
、
く
量
p
は
梵
語
の
く
菅
》
・
p

を
寓
し
た
も
の
こ
思
は
れ
る
。
次
に
く
警
p
彰
は
梵
語
の

〆
、
客
言
⇔
の
普
通
の
寓
し
方
で
あ
る
、
故
に
≦
骨
ノ
馳
蚤
旨
は

梵
語
の
≦
㎞
3
・
朝
拝
帥
勇
に
最
も
・
近
い
も
の
で
あ
る
、
こ

、
に
激
て
か
此
の
西
藏
の
表
な
る
も
の
は
疑
も
な
く
事
實

の
上
に
塞
礎
を
有
し
て
居
る
こ
い
ふ
確
諦
を
得
π
次
第
で

あ
り
、
一
方
に
は
此
の
爾
文
書
が
く
響
胴
く
讐
p
・
養
王
の

、
時
代
に
於
け
る
生
存
に
關
濡
し
π
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
推

測
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
次
第
で
め
る
。
か
＼
れ
ば
此
等
の
爾
文

書
の
言
語
は
干
闘
の
國
語
で
あ
っ
た
こ
ご
を
充
分
に
論
萌

す
る
も
の
で
め
つ
て
、
自
分
は
之
を
因
募
8
激
授
が
推

察
し
た
如
く
干
艶
語
（
ぞ
）
蒼
園
）
ご
解
す
る
を
薫
れ
り
こ

す
る
も
の
で
あ
る
○
而
し
て
此
の
國
語
は
嘉
肴
紀
元
三
遠
「

引
き
短
い
て
干
陶
の
地
で
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
を

信
ず
る
』

　
か
く
て
此
の
出
所
不
明
で
且
つ
膿
漏
の
言
語
で
．
記
し
に

第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
鶏
藪
予
㎜
関
り
珊
究

文
書
を
、
美
事
に
干
無
業
の
域
内
か
ら
出
だ
も
の
で
め
る

こ
．
こ
を
朋
ら
か
に
し
、
此
の
言
語
が
予
闘
の
日
用
語
こ
し

て
唐
代
迄
行
は
れ
把
も
の
で
あ
っ
把
こ
ご
を
論
定
し
た
の

で
め
る
が
、
更
に
進
む
で
こ
＼
に
記
さ
れ
た
る
≦
診
曼
プ

喜
臼
！
．
ご
、
レ
く
魑
．
一
p
・
p
が
、
何
時
在
位
し
た
も
の
で
あ
る
か

を
研
究
し
て
、
此
の
文
書
に
見
ゆ
る
第
＋
七
年
、
第
二
＋

年
の
年
代
を
定
め
や
う
ご
試
み
た
つ
氏
が
此
の
爲
に
使
用

し
た
資
料
は
前
述
の
西
藏
の
文
學
中
に
見
ゆ
る
干
闘
王
の

名
ご
主
こ
し
て
漢
書
以
下
唐
書
に
至
る
迄
の
支
郷
正
史
の

干
闘
に
侵
し
た
記
載
ご
で
あ
っ
て
、
順
次
面
縛
に
見
ゆ
る

王
名
及
び
事
績
を
比
面
し
て
相
一
致
せ
し
む
る
を
方
法
こ

し
、
終
に
西
藏
の
表
に
見
ゆ
る
／
，
号
｝
、
鋤
一
．
警
p
輯
は
唐
書

の
風
雪
（
無
量
譜
薄
襲
裏
組
．
）
な
る
べ
し
あ

論
結
に
達
し
て
居
る
○
此
の
長
い
間
に
亘
る
爾
記
録
の
ア

イ
デ
ン
チ
フ
イ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
は
、
共
の
當
否
の
急
難
は
暫

ら
く
措
い
て
、
頗
ぶ
る
興
味
に
富
ん
だ
断
で
め
る
が
、
こ

、
に
は
悉
く
露
里
に
從
ふ
。

第
一
一
一
號
　
　
一
〇
七
　
（
阿
七
八
）



　
　
　
窮
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
史
の
栞

　
最
後
に
氏
は
此
力
種
類
の
交
書
の
中
に
は
、
前
に
記
し

た
動
く
も
∩
』
回
（
年
）
な
る
語
に
よ
っ
て
、
謎
附
け
を
せ
す

に
　
ぢ
儲
戸
な
る
語
を
用
い
た
も
の
、
辛
し
く
は
此
等
の

爾
者
を
併
せ
用
い
π
も
の
、
あ
る
こ
ご
を
注
意
し
、
而
し

て
此
の
云
鍔
9
な
る
語
を
解
黒
し
て
、
前
の
ピ
Φ
く
一
氏

の
論
文
中
に
解
く
能
は
す
ご
し
て
残
さ
れ
た
す
G
召
の

語
に
及
ん
で
居
る
Q

『
此
の
訂
碧
孚
な
る
語
は
、
擁
車
の
近
傍
よ
り
見
出
さ

る
＼
所
謂
1
3
種
の
ト
カ
ラ
語
な
る
も
の
、
而
し
て
吾
等
が

覇
韓
語
ご
穂
す
る
解
語
で
記
せ
る
文
書
の
中
に
見
ゆ
る

一
、
吻
起
な
る
語
ご
同
一
に
用
い
ら
れ
て
居
る
や
う
で
、
從

が
つ
て
ま
π
同
一
意
味
で
無
げ
ね
ば
な
ら
強
、
思
ふ
に

ご
岩
p
は
ゼ
ン
ド
語
の
δ
綜
k
が
基
で
、
ソ
グ
ド
語
で
は

養
鴇
く
睾
α
（
王
）
、
§
絞
～
、
窪
（
力
｝
等
の
語
を
生
じ
、
ペ
ル

シ
ヤ
語
で
は
翁
げ
な
る
語
を
生
じ
て
み
る
も
の
で
、
支
配

（
一
，
二
一
〇
）
、
統
治
（
號
。
剛
σ
。
ε
な
ご
の
意
昧
あ
る
名
詞
ご
見
る
べ

き
で
あ
・
ら
う
、
文
書
に
5
卿
9
ω
巴
団
ざ
懸
け
て
見
わ
て
る

第
三
三
一
〇
八
（
四
七
九
V

る
の
は
、
【
匹
統
治
の
年
L
9
。
㌶
o
コ
冨
触
⊆
ド
旨
α
q
一
匹
一
×
…
．
）

の
意
ご
思
は
れ
る
。
而
し
て
支
那
の
薦
地
に
於
て
此
の
統

治
年
で
年
次
を
記
す
る
こ
ご
は
恐
ら
く
支
那
の
年
號
を
丘
ハ

似
た
も
の
こ
見
る
べ
き
で
あ
ら
」
う
。
鶏
滋
語
の
内
曇
蔀
は

此
の
ズ
魯
窟
よ
り
借
り
仁
も
の
で
あ
る
』

　
此
の
説
が
正
し
い
な
ら
ば
前
に
述
べ
π
H
」
Φ
三
氏
の
推

察
は
こ
＼
に
讃
剛
　
を
得
た
こ
ご
に
な
る
。

　
以
上
は
た
い
爾
論
文
の
主
要
総
の
大
意
を
紹
介
し
た
ば

か
り
で
め
る
、
若
し
議
す
べ
く
ば
多
少
の
疑
の
存
す
都
属

な
い
で
も
な
か
ら
う
が
、
そ
れ
は
爾
…
論
丈
の
儂
値
に
關
す

る
程
の
も
の
で
は
な
い
、
仁
者
こ
も
に
研
究
の
行
き
方
が

極
め
て
鮮
や
か
で
、
僅
か
な
記
録
の
断
片
か
ら
頗
ぶ
る
大

な
る
結
果
を
齎
ら
し
得
把
も
の
で
あ
る
。

朝
鮮
史
の
栞
（
第
五
回
）

　
　
　
文
學
士
今
西

龍

（
朝
鮮
三
國
時
代
の
地
理
を
研
究
せ
ん
に
は
湖
り
て


